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越後高田の雁木町家を訪れた。吹き抜けと渡り廊下のある茶の間，軒下はすっぽりと雪に埋
もれてしまう冬を考慮した明かり取りの高窓，太い梁，各家の造作に合わせて作られる雁木の
下は私有地である。厳しい豪雪の中，雁木下を他人に通らせ助け合う町の人の心が息づいてい
る。｢造り込み式｣ の雁木をもつ江戸時代後期に建てられた旧今井染物屋，旧金津憲太郎桶店
を見学した。残された道具類に技術を受け継いだ職人の暮らしが垣間見えた。案内してくださ
った永見完治氏の生まれ育った家は長岡瞽女の泊まる瞽女宿で，子どもの頃 ｢瞽女さんが来た
よ｣ と触れ歩くお役目をしたこと，お風呂にいれてもらった時の瞽女の肌の白さが脳裏に焼き
付いていることなど，思い出も話してくださった。
瞽女ミュージアム高田で高田瞽女の足跡をたどる。1年のうち，300 日ちかくを旅から旅へ
渡り歩いた瞽女，旅の途中で病や事故によって命を落とす瞽女もいたという。小川善司氏が高
田の町と瞽女について説明してくださった。高田で最後の瞽女親方杉本キクイ，養女の杉本シ
ズ，弟子の難波コトミの三人が旅巡業をやめたのが 1964 年である。その年の 12 月に杉本キク
イを訪ねた画家斎藤真一は，10 年にわたって瞽女の足跡を訪ね，越後瞽女日記シリーズを完
成させる。その作品に魅せられた池田敏章氏は，絵画・資料を蒐集し上越市に寄贈する。1932
年 5 月から高田を調査・研究した民俗学者市川信次の力も大きい。ミュージアムで瞽女の記録
映画を見た。レコードやCDによって瞽女の哀切な語り口を偲ぶ。展示された斎藤真一作品の
独特の赫の色彩，細い手と指，人生のどん底を知り尽くした瞽女の哀感を漂わせる絵に，心が
震えた。瞽女をめぐる人と人の縁の不思議さ，文化を保存し継承しようとする人々の努力と熱意
に打たれた。
杉本キクイさんたちが暮らした家は，間口二間で奥行きが長く雁木が施されていた。今は別
の方の所有になっているが，写真の面影を残していた。
近代文化研究所紀要 9月号は 3本の論文を載せる。それぞれの専門性は異なるものの，今書
き留めて置かなければその実態や真の姿がわからなくなっていくものを考察の対象とする。所
員が多様な視点をもち，近代文化研究の成果が発信されることを願っている。
	 （近代文化研究所長　烏谷　知子）
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